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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

○ Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、力学に関わる生命現象の理解を目的として理論・計算・実験を結び付けた統合ナ

ノバイオメカニクスの創成に向け、ヒト生命現象解析プラットフォームの構築を目指すもので

ある。これまで、シミュレーションと測定結果を結び付けて分子スケールから細胞スケールの

バイオメカニクス研究を推進し、循環器系に対する解析プラットフォームを構築してきた。こ

れらによる学術論文や新たなマイクロチップの開発など、個々の研究成果は評価できる。 

しかし、当初目標達成のためには、今後、細胞以上のスケールへの拡大や、循環器系だけで

はなく広くヒト生命現象解析に供する解析プラットフォームへの総合化へ向け、より一層の努

力が求められる。 

 

【平成３０年度 検証結果】 

検証結果 当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 
本研究において、バクテリアの分離技術、マラリア感染赤血球の接着モデル、繊

毛に関係する流れ場、循環腫瘍細胞の挙動解明、さらには循環器系や消化器系の

解析プラットフォームとして、毛細血管のがん細胞接着挙動や胃の食物流動の計

算モデルの開発がなされている。 

Ａ 

 

 


